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■会員／74名　■出席／51名　■出席率／68.92%　■メークアップ／16名　■修正率／67名　90.54％

週間ロータリーレポート　NO. 9

第 9 回例会 平成１8年9月6日（水）
　　　　　　 サンパレス福島

本日のプログラム

　今月は、3名の誕生祝いがございます。 誕生日を迎えられま
すこと、本当におめでとうございます。 私は、誕生日を迎えま
すと、生かされていることを実感いたします。 そして、生かさ
れていることに感謝します。 感謝の心は、奉仕の心ではない
でしょうか。
　以上をもちまして、本日のあいさつといたします。

新世代委員会　委員長　齋藤　浩
　皆さんご承知の通り、今月は新世代強調月
間です。2530地区のRCに留まらず、全世界
のRCがこの1カ月は新世代のために奉仕し
ようと強調されております。
　クラブとしても、地区としても諸々の活動

が展開されることと思いますが、個人としても何らかの形で、
新世代の皆さんに奉仕して頂きたいと思います。
　今月の会報には4回にわたって標語「各ロータリアンは青少
年の模範」を掲載いたしますが、胸を張って、この標語を実践
して頂きたいと思います。
　今月の第3回目の例会（9月20日）には地区の新世代委員の
方にゲストスピーチをお願いしております。スピーチの内容、
講師等については当日紹介させていただきます。
　また、本日配布されました「ロータリーの友」には「新世代の
ための月間」として特集が掲載されています。 おうちに帰ら
れてから、奥様と共に精読して頂ければ担当としてこの上な
い喜びでございます。
　以上、新世代委員会からの報告とさせて頂きます。よろしく。

雑誌委員会　藤橋進一郎　副委員長
　ロータリーの友9月号「新世代のための月
間」をメインとし、縦書き・横書き、それぞれ
の読みどころが紹介された。

浅倉俊一　ガバナー補佐
　皆さんこんにちは。7月19日のガバナー
合同公式訪問には、第一区から280名と多く
の会員の皆様に出席して頂きありがとうご
ざいました。
　合同公式訪問は、初の試みと言うこともあ

り、さまざまな意見がありましたが、各クラブの会長、幹事の
支援もあり、当初の目的は果たせたものと思っております。
　さて、ガバナー補佐の役割と責務についてお話させていた
だきます。
　役割については、ロータリーの理解を深めていただく事と、
ガバナー地区目標に沿って効果的に各クラブが機能するのを
援助することです。
　効果的なクラブとは、大きく分けると4つになります。
　第一に会員を維持し、増加する。
　第二に成果のある奉仕プロジェクトの実施。
　第三にロータリー財団の支援。
　第四にクラブのレベルを超えた指導者の養成があります。
　また、責務については、各クラブを定期的に訪問し、クラブ
の会員増強に向けた進達状況、奉仕プロジェクト、ロータリー
財団、従来の指導者の育成、クラブの管理運営を随時確認し、
効果的なクラブ運営ができるように援助し、支援する。
　また、それらをガバナーに随時報告し、ロータリーの発展を助
長し、問題に取り組む方法について提案する等があります。
　私はクラブの運営について難しい事を言うつもりではあり
ませんが、ロータリーの基本は網領です。 網領は、憲法と同じ
で永遠に変わることはありません。 各クラブの運営は、クラ
ブには歴史があり、取り組み方はそのクラブによって違いま
す。 楽しくなければ、ロータリーでは無いと言うクラブもあ
りますが、それもクラブの文化です。
　また、地区の組織は各クラブが効果的に機能するのを援助
するのが役割です。 地区にはそれぞれの委員会にプロフェッ
ショナルの先生がおりますので、各委員会の皆様は是非活用
していただきたいと思います。
　ガバナー補佐はCLP推進担当にもなっておりますが、今年
から5年間の中で導入すれば良いことになっておりますが、寺
島ガバナーは、今年度において、全クラブがCLPを導入するこ
とを強く訴えております。 CLPの導入は、より効果的なクラ
ブ運営のための一つの契機にしていただければと思います。
　また、寺島ガバナーは7つの地区目標を設定しておりますが、
その中の一つにクラブの基盤の強化と会員増強・拡大を上げ
ており、会員増強については、本年度各クラブ純増3名を目標に
取り組んでいただきたいと言う目標を掲げております。 もち

ろん退会防止が前提条件です。 会員増強は会員1人ひとりの
責務だと思っておりますので、宜しくお願いいたします。
　2006〜2007年度のRIテーマは「率先しよう」であり、ロー
タリー活動をする上で単純明快なテーマでありますが、簡単
なことではありません。 ロータリーは出席することから始ま
り、ロータリーの奉仕活動は、全会員が参加することです。
　超我の奉仕の心を持って「率先」して取り組んでいただきた
いと思います。 皆様方の温かいご友情とご支援を心からご期
待申し上げます。

東京東江戸川RC 平田善信 様
飯坂RC 千葉政行 様

会報担当者　高橋　勇雄

新世代強調月間スタート

本 日 の お 客 様

　皆さん、こんにちは。
　本日は、浅倉俊一地区ガバナー補佐、地区
幹事野地利雄様の訪問をいただき誠にあり
がとうございます。 地区ガバナー補佐は、
ガバナーの代理として、この第1区のクラブ
に年3回の予定で、クラブの活動の指導をい

ただくことになり、大変重要な役職と聞いております。 どう
ぞ、ご指導、よろしくお願い申し上げます。
　さて、9月3日日曜日、福島成蹊高等学校において、2年に一度
行われる文化祭があり、インターアクト委員長の大野順道さ
ん他、参加いただきました会員の皆様ご苦労様でした。 男女
共学となり完成年度を祝う“新しい成蹊”を目指して、夏休み
前から全校生一丸となり準備に汗を流し、若い感性があふれ、
インターアクト生も障害者の作品を販売し、奉仕活動をされ
たことに心温まる思いです。
　次回の例会は、職業奉仕委員会による、早朝移動例会となっ
ております。 永京寺、大野順道会員には、大変お世話になりま
す。 皆様のご出席よろしくお願い致します。

会 長 挨 拶 斎藤　ミヨ会長

誕生のお祝い

雑誌の読みどころ

スピーチ

9月23日（土） 第2回福島南RCゴルフコンペ（福島CC）
 大声杯リトルリーグマイナー大会（県営あづま球場）
9月27日（水） 新入会員研修会 16時〜（サンパレス福島）
 新入会員歓迎夜間例会 18時〜
9月29日（金） 地区大会親善ゴルフ大会（鹿島CC）

今月・来月のプログラム

大野順道さん 国井　元さん

9月は新世代のための月間です「各ロータリアンは青少年の模範」（Every Rotarian Example to Youth）


